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耳石が語る魚のエネルギー消費の履歴 
――新規指標を用いた魚類のエネルギー消費量復元手法の開発―― 

 

発表のポイント 

◆天然に存在する放射性炭素を用いて、魚のエネルギー消費量を精度よく推定する新たな手法

を開発しました。 

◆本研究で開発された手法を用いることで、従来の魚類のエネルギー消費量の推定研究におい

て課題とされてきた魚種や成長段階に依存する影響を除去し、幅広い魚種・成長段階におけ

るエネルギー消費量の比較が可能となります。 

◆魚類のエネルギー消費量は水温など環境の影響を受けるため、個体の生存戦略に大きな影響

を与えます。本研究で開発した手法を用いて、これまで未知であった様々な魚種のエネルギ

ー消費量の情報を簡便に取得することで、温暖化など気候変動に対する魚の生理・代謝応答

の予測への応用が期待されます。 

 

 

研究対象となったアマノガワテンジクダイ 

 

概要 

東京大学大学院理学系研究科の安東梢大学院生（研究当時）、同大学大気海洋研究所横山祐典

教授らによる研究グループは、飼育されたアマノガワテンジクダイの耳石中の天然に存在する

極微量の放射性炭素濃度を分析することで、魚類のエネルギー消費量を復元する新たな手法を

開発しました。 

耳石とよばれる炭酸カルシウムからなる魚の硬組織は生涯を通じて成長します。耳石の炭素

源は形成時に呼吸代謝由来の炭素の影響を強く受けますが、魚の体内における呼吸代謝由来の

炭素の量はエネルギー消費量を反映します。したがって、耳石の炭素源を定量することで、魚

の生涯を通じた時系列のエネルギー消費量の情報を取得することができます。本研究では、耳

石の炭素源を世界で初めて高精度放射性炭素分析によって定量的に評価することに成功しまし

た。放射性炭素は従来の手法では解決困難であった、種や成長段階によって異なるとされる補

正係数の影響を受けないという特徴があります。本研究で新規提案した手法により、幅広い魚

種や成長段階におけるエネルギー消費量の単純比較が可能となり、今後、温暖化など気候変動

に伴う魚の環境応答の予測や水産資源管理への応用が期待されます。 
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